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９月市議会定例会から
注目ニューーースっ ● ● ●

長崎みなとメディカルセンター市民病院に

◆ホッとできる場所「ひだまり」◆

本年７月、全面開院となった新・市民病院内に市内

初となる院内図書室「ひだまり」がオープンし、入院

患者や来院者に好評です。

図書室は蔵書数、約1,000冊。新しく開発された耐震

型の書架を採用しており、車いすでの利用も可能と

なっています。蔵書については、患者さんへのアン

ケートを行ったうえで選書するなど、利用者に寄り

添った安全、安心、やさしい図書室、皆がホッとでき

る場所を目指すとのことです。

院内図書室「ひだまり」にて

◆一貫して推進を後押し◆

市議会公明党では、平成21年6月議会で向山宗子議員が院

内図書室の設置について初めて取り上げて以来、議会質問を

通し一貫して推進を図ってまいりました。今後は市立図書館

との連携強化など、更なるサービス拡充が図られるよう取り

組んでまいります。

◆平成３０年の登録を目指す◆

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」は、イコモス(※)からの「禁教・潜伏期」に焦点をあて

て推薦内容を見直すべきとの中間報告により、本年2月に一旦推薦を取り下げたうえで、推薦内容

の見直しを行なっていましたが、本年７月の国の文化審議会で平成30年度の世界遺産登録を目指

す候補として選定されました。名称も見直しを行い、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺

産」に決定。市議会公明党としても世界遺産登録に向けて、全力で取り組んでまいります。

※イコモス…国際記念物遺跡会議。文化財保護に関わる国際的な非政府組織。

１２回目の市政一般質問に登壇！

「生涯活躍のまち」構想の推進を訴え

９月９日（金）、通算１２回目の市政一般質問に登壇しました。

これまでの質疑内容は市議会ホームページでも視聴できますので、

ぜひご覧ください。

「生涯活躍のまち」構想について

「生涯活躍のまち」構想とは、

地方創生の観点から、中高年

層が希望に応じて地方や「ま

ちなか」などに移り住み、多

世代の地域の住民と交流しな

がら、健康でアクティブな生

活を送り、必要に応じて医

療・介護を受けることができ

る地域づくりを目指すもの。

（日本版ＣＣＲＣとも言

う。）

Ａ：高齢者の移住促進については、将来の負担増などの懸

念があり、サービス付き高齢者住宅や有料老人ホーム等も

現状不足していない。まずは既存資源を活用しながら、地

域の高齢者の健康づくり等の拠点整備を行いたい。

前向きな答弁はいただけなかったわけですが、本構想は、高齢者

の地方移住を促進しようとする所謂日本版ＣＣＲＣの導入が出発点

になっていますが、ＣＣＲＣ発祥の地であるアメリカのように高齢

者コミュニティを丸ごと新設する閉じた形ではなく、民間事業者の

ノウハウを活かし、今ある地域資源を活用しながら、地域に開かれ

た形で展開しようとしている点が特徴です。

高齢者が増えることで生じる負担増だけに着目するのではなく、全世

代が生き生きと暮らせる持続可能な長崎らしい「生涯活躍のまち」づく

りについて検討を加えたうえで推進するべきだと思います。

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

「生涯活躍のまち」構想とは？

Ｑ：「生涯活躍のまち」構想は、地域包括ケアシステムを

補完し、今後、地域の高齢者の健康づくりや生きがいづく

りの拠点等を整備するうえでも重要な計画となり得る。

本構想に関する本市の基本的な考えは？

被災者支援システムについて

Ｑ：大規模災害時に被災者支援システムを活用することで、り災証

明書の発行、支援金や義援金の交付、救援物資の管理など被災者支

援に必要な情報を一元的に管理することができる。

本市でも早急に導入すべきではないか？

Ａ：被災者支援システムの有用性は承知している。既存の防災情報

システムを改修する場合との費用対効果などを検証したうえで、導

入について検討する。

４月に大地震に見舞われた熊本市では、被災者支援システムが導入されておらず、地震災害後に罹災証明

書発行業務など、大量の事務処理が発災後約１か月間滞っていましたが、5月17日からシステムを導入し、

迅速な事務処理が可能となったそうです。導入費用も比較的安価であり、本市でも大災害に備え、本システ

ムを早急に導入し、活用を図るべきではないかと考えます。


